






















































































	とくしまビジネス リスキリング スクール２０２６
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	講座6　3D-CAD講座
	リスキリングとは？
	「新しい職業に就くために、あるいは、今の職業で必要とされるスキルの大幅な変化に対応するために必要なスキルを獲得する/させること」をいいます。 本学の講座では、経営者や一般社員のスキルアップを経済産業省の取り組みとしてすすめるエンゲージメントや技術、ビジネス、DX、AIなどさまざまな分野でのリスキリングを行います。 （出典「リスキリングとはーDX時代の人材戦略と世界の潮流－」）
	講座7　GISとBIM/CIM講座
	この講座は、国交省におけるインフラDXやBIM/CIM推進に関する最新動向の紹介、国土交通データプラットフォームの利活用に関する演習、生成AI技術を活用したオープンデータの利活用事例の紹介を行う。また、GISの基礎知識の解説、オープンデータを利用した演習、最新事例の紹介を行うとともに、デジタル技術を活用した建設業のDX化の動向、オープンデータを用いた設計・施工に関連する具体的な操作方法を学ぶ。
	講座1　人を大切にする経営学講座
	講座8　ロボットプログラミング講座
	講座2　労務管理のためのビジネスコミュニケーション講座

	講座9　AI活用講座
	講座3　リーダー育成と生産管理講座
	この講座では、はじめに、組織を動かす「仕組み（マネジメント）」と「対人影響（リーダーシップ）」の役割を整理し、実務課題への適切な対処法を学ぶ。自身の抱くリーダー像を可視化して状況適応力を高めるとともに、過去の困難な経験を成長の糧へと変換する経験学習の手法を習得する。理論と内省を通じ、地方中小企業の現場を牽引する、しなやかで力強いリーダーシップの確立を目指す。次に、TPS（トヨタ生産方式）のものづくりの根幹である『基本的な考え方』を学ぶことでTPSの歴史や狙いを正しく理解するとともに、標準作業の定義と役割、標準作業の作り方と使い方を学ぶ。現状を調査し改善のポイント・切り口と改善ステップの手順を説明する。


	特別講座A　ベンチマーク視察
	講座4　海外ビジネスとマーケティング講座

	特別講座B　医療・分析分野のための高感度                          光センシングと生体光イメージング
	講座5　DX講座
	この講座では、DXの基礎理解から実践事例、サイバーセキュリティ、生成AIの活用までを体系的に学ぶ。DXとは単なるIT化ではなく、データやクラウドを活用して業務やビジネスモデルそのものを変革する取り組みである。タクシー業界のDX事例、地域企業の現場改革、サイバーセキュリティ対策、生成AIによる業務効率化などを通じて、企業がDXを進めるための考え方と実践のポイントを理解し、自社の取り組みに活かす視点を養う。



	令和8年度 「とくしまビジネスリスキリングスクール」講座一覧
	開講式　/　令和8年7月10日（金）13:00～13:30
	1．人を大切にする経営学講座
	35.5時間
	全コマ　60,000円

	2．労務管理のためのビジネスコミュニケーション講座
	21.5時間
	全コマ　32,000円
	特 別 講 座

	A．ベンチマーク視察
	全コマ　15,000円

	B．医療・分析分野のための高感度光センシングと生体光イメージング
	3時間
	全コマ　3,600円


	3．リーダー育成と生産管理講座
	13:30～16:30
	18時間
	7月10日（金）
	１．マネジメントとリーダーシップ
	大阪公立大学

	上野山 達哉
	7月16日（木）
	２．フォロワーからみたリーダーシップ
	大阪公立大学

	上野山 達哉
	7月23日（木）
	３．経験を成長に変えるリーダーシップ
	大阪公立大学

	上野山 達哉
	7月30日（木）
	４．トヨタ生産方式の基本的な考え方
	（株）ジェイテクト

	中野 俊宏
	8月  6日（木）
	５．トヨタ生産方式（標準作業）
	（株）ジェイテクト

	中野 俊宏
	8月20日（木）
	６．トヨタ生産方式（標準作業と改善）
	（株）ジェイテクト

	中野 俊宏

	全コマ　21,600円

	4．海外ビジネスとマーケティング講座
	13:30～16:30
	15時間
	7月14日（火）
	１．ケーススタディから学ぶ中小企業のための海外ビジネス
	日本貿易振興機構（ジェトロ）

	佐藤 創
	7月28日（火）
	２．マーケティング発想を柱とする経営
	流通科学大学

	清水 信年
	8月  4日（火）
	３．マーケティング活動の基礎：STPと4P
	流通科学大学
	清水 信年
	8月18日（火）
	４．商品企画とコンセプト
	流通科学大学

	清水 信年
	8月28日（金）
	５．事業システムによる競争優位
	流通科学大学

	清水 信年


	全コマ　18,000円


	5．DX講座
	13:30～16:30
	12時間
	8月27日（木）
	１．DXの「イロハ」
	徳島大学
	上田 哲史

	２．DX推進による事業構造転換 　　DX推進のためのサイバーセキュリティ入門
	9月  9日（水）
	近藤 洋祐
	曽根 直人
	9月17日（木）

	３．スモールスタートから始める進化を止めないDX推進事例
	船場化成（株）
	黒川 真吾
	9月30日（水）

	４．生成AIによる業務効率化
	四国大学
	石田 基広


	全コマ　14,400円

	6．3D-CAD講座
	13:30～16:30
	21時間
	10月  7日（水）
	１．3D-CADの概要とAutodesk Fusionを用いた簡単なモデリング
	徳島大学

	浮田 浩行
	10月14日（水）
	２．基本的な形状のモデリング
	徳島大学

	浮田 浩行
	10月21日（水）
	３．複雑な形状のモデリングとアセンブリ
	徳島大学

	浮田 浩行
	10月28日（水）
	４．3Dプリンタの概要とCADデータを用いた出力
	徳島大学
	浮田 浩行
	11月  4日（水）

	５．CADデータを用いた構造解析
	徳島大学
	浮田 浩行
	11月11日（水）
	６．様々な形状モデルの作成
	徳島大学

	浮田 浩行
	11月18日（水）
	７．Autodesk Fusionの様々な機能の紹介、モデリング実習
	徳島大学

	浮田 浩行


	全コマ　25,200円

	７．GISとBIM / CIM講座
	13:30～16:30
	18時間
	10月20日（火）
	１．国土交通省におけるインフラ分野のDX推進の取り組み
	奥村 太河
	10月27日（火）

	２．GISの考え方
	渡辺公次郎
	11月13日（金）

	３．GISを用いたデータ処理
	渡辺公次郎
	11月17日（火）

	４．GISの応用
	渡辺公次郎
	12月  1日（火）

	５．建設業界におけるBIM/CIM、インフラDXの動向
	太田 亮
	12月  8日（火）
	６．オープンデータ等による3次元データの取扱い
	太田 亮


	全コマ　21,600円
	８．ロボットプログラミング講座
	13:30～16:30
	24時間
	10月29日（木）
	１．ロボットの基礎技術
	鈴木 浩司
	11月  5日（木）
	２．マイクロコントローラとロボットの機構
	鈴木 浩司
	11月12日（木）
	３．Raspberry Piの初期設定とGPIO制御
	鈴木 浩司
	11月26日（木）
	４．電圧の計測とセンサICとの通信
	鈴木 浩司
	12月  3日（木）

	５．PWMによる電圧制御とDCモータの速度制御
	鈴木 浩司
	12月10日（木）
	６．フィードバック制御によるモータの角度制御
	鈴木 浩司
	12月17日（木）

	７．RCサーボモータの制御とアーム型ロボット
	鈴木 浩司
	12月24日（木）
	８．発展課題と大学でのロボット研究紹介
	鈴木 浩司


	全コマ　50,000円


	９．AI活用講座
	13:30～16:30
	21時間
	11月27日（金）
	１．AIの基礎
	鳥井 浩平
	12月  4日（金）

	２．生成AIの現状
	石田 基広
	12月11日（金）

	３．業務で使う生成AI
	石田 基広
	12月18日（金）

	４．生成AIによる業務支援
	石田 基広
	1月  7日（木）
	５．Pythonのプログラミングと画像処理
	鳥井 浩平
	1月14日（木）

	６．物体認識AIをつくる
	鳥井 浩平
	1月21日（木）
	７．物体認識アプリをつくる
	鳥井 浩平


	全コマ　25,200円
	やむを得ない事情により、講義の日程及び担当講師が変更となる場合があります。

	とくしまビジネスリスキリングスクール 2026
	とくしまビジネスリンスキリングスクール ビジネス系講座を受講して
	とくしまビジネスリスキリングスクール ものづくり系講座を受講して

	●今回、TPSのことを学ばせて頂きましたが、実際にTPSを実施している企業の生の声 　を聴くことで、大変、勉強になりました。 ●DXは今後も進化し続ける分野だと考えていますので、最新の動向や実践的な事例を 　学べる講座を期待しています。特に、AIやデータ活用、業務効率化に直結するツー 　ルの具体的な使い方や、企業での導入事例など、現場で役立つ知識を深めたいで 　す。 ●実際の企業で現場指揮をされている方が講師だと説明に説得力があった。 ●どんどん新しい講座を企画して欲しいです。地域企業の成長と課題に対するニーズ 　 を幅広く収集し、時代の流れに沿った実践的な内容を反映していただくことを期待     します。 ●知識がなくて初歩的なことから教えて頂きありがとうございました。これからもリ     スキリングスクールがあってくれたら嬉しいです。
	●今回のAIエンジニア育成講座は勉強になりました。画像認識AIについても大変勉強になりましたが 　自分の業務とは少し違ったので、自分としては後半の講座の方が興味深く受講させていただきまし 　た。今後、生成AIの活用は必須になると思いますので、生成AIツールの使い方など実践する時間を 　増やして生成AI関連の講座を拡充いただいてはどうかと思いました。 ●コマ数、時間的制約、受講生個々の理解度・進捗状況などから、深堀りが難しい印象でした。し 　かし、業務活用へのヒントになり、利活用の幅が広がると感じました。有意義な講座であったた 　め、次回以降も講座への参加を検討したいと思います。 ●個人ではなかなかお会いできない、素晴らしい講師の方から直接お話を伺うことができるのが、 　ありがたいです。
	講座1　人を大切にする経営学講座
	到達目標
	・「日本でいちばん大切にしたい会社」大賞に象徴される人を大切にする経営を理念ではなく、実践可能な経営手法として学び、自社の改善計画まで落とし込みます。 ・受賞させるための講座ではなく、受賞レベルの人的資本経営を実践できる企業を増やすことを目的としています。 ・徳島県において、人を大切にする「いい会社」を増やし、働く人が幸せで、企業が長く成長できる地域をつくることを目指します。 ・大企業に義務付けられた人的資本の情報開示を鑑み、徳島県では、先んじて情報開示を行う中小企業を増やします。 理論、ケーススタディにより知識を習得し、異業種交流によるグループディスカッションにより知識を深化させます。理論・ケーススタディでは、「人を大切にする会社とは」、「社員エンゲージメントの理論」、「人本経営としての社員と家族を大切にする制度設計」「自社改善計画の作成」「制度設計の数値化、理念を制度にKPIとして掲げる」などについて、「日本でいちばん大切にしたい会社」大賞受賞企業（静岡県、福岡県など）から学びます。ベンチマーク視察では、障がい者雇用・経営者と社員の学びの共創における先進企業（愛媛県・徳島県）へ視察し、経営者、人事労務担当者から講演をいただいた後、会社見学を行います。企業訪問研究により「現場改善による戦力化」を現地で学び、得られた知識を自社に取り入れる手法を提案します。
	①働く人が誇りを持てる会社づくりにつなげる ②地域と共に成長できる企業文化の醸成をつくる ③改善計画を講座内で完成させる ④障がい者雇用の実践的手法を習得する ⑤受講生ネットワークの構築


	習得に必要な時間
	コマ数：10コマ　35.5時間

	受講料と参考図書
	60,000円
	坂本光司著『日本でいちばん大切にしたい会社9』（あさ出版）

	担当講師
	徳島大学 人と地域共創センター 教授 段野 聡子
	「日本でいちばん大切にしたい会社」大賞受賞企業経営者
	＊徳島県内企業経営者による伴走支援

	コマ1：人を大切にする会社とは（思想・評価軸）
	・いい会社になるための100の指標（自己資本比率、 　年間所定外労働時間、全社員の年次有給休暇） ・経営理念の成文化と社内への浸透
	日 時
	7月13日（月）
	13:30～17:00
	講 師
	坂本 光司

	コマ2：障がい者雇用や弱者支援などインクルーシブ経営
	・障がい者雇用を特別扱いしない職務設計と成果 ・なぜ「人を大切にする経営」に障がい者雇用が不可欠 　なのか ・「できることから始める」雇用のプロセス ・ミスマッチを防ぐ職務設計 ・弱者支援制度
	日 時
	7月27日（月）
	13:30～17:00
	講 師
	ATUホールディングス株式会社 代表取締役

	岩﨑 龍太郎

	コマ3：エンゲージメントマネジメントと定着率の高め方
	・社員エンゲージメントの理論 ・長期雇用と全員参加経営により定着率を高める 　経営と組織づくり（全社員の年次有給休暇取 　得率・全管理職に占める女性管理職比率・正社員の 　月間平均所定外労働時間、社員満足度調査） ・正社員の年間現金給与総額（時間外手当を除く）
	日 時
	8月31日（月）
	13:30～17:00
	講 師
	野嶋 康敬

	コマ4：人本経営としての社員と家族を大切にする制度設計
	・残業は原則なし・ノルマなしの制度設計思想 ・社員の幸福度を測る5つの視点（育児休業、介護休業 　取得制度、男性の育児休業取得制度、社員が死亡や 　就労継続困難になった場合、何等かの方法で家族の 　生活を支援する制度） ・家族を巻き込む会社づくり ・教育・研修制度の構築（社員一人当たり年間教育 　 費、体系的な社内教育制度を整備・運用） ・メンタルヘルスと安全衛生
	日 時
	9月28日（月）
	13:30～17:00
	講 師
	隂山 正弘
	コマ5：障がい者雇用・経営者と社員の学びの共創に                おける先進企業 ベンチマーク視察
	日 時
	10月26日（月）
	講 師
	横田 勝己
	橘 憲一郎

	コマ6：地域・取引先から選ばれる会社づくり
	・無理な価格・納期を引き受けない誠実な取引関係　 ・地域課題の把握 ・地域から応援される会社の共通点 ・取引先との関係性を改善する方法（現金決済、発注 　単価は双方が対等の立場で公明正大に決められている）
	日 時
	講 師
	11月9日（月）
	13:30～17:00
	藤井 大介



	コマ7：制度設計の数値化、理念を制度にKPIとして掲げる
	・目標の定義、企業理念やビジョンを具体的に言語化 　する ・「なぜそれが必要か」といった目的を明確にする ・社員との対話 ・社員のレベルに応じた数値目標を設定する ・理念の解釈や対話を通じて「自分ごと化」を促進する ・会社の目標と個人のKPIの関連性を理解する ・KPIは組織の最も重要な課題として焦点を当てる ・定期的に進捗をモニタリングし、必要に応じて修正 　する
	日 時
	11月30日（月）
	13:30～17:00
	講 師
	坂本 光司
	古田土 満
	コマ9：自社改善計画の作成（伴走・分科会）
	・自社の課題整理と改善計画の具体化 ・具体的な行動計画づくり ・経営判断の軸を整える（専門家によるアドバイス）
	日 時
	1月29日（金）
	13:30～17:00
	講 師
	坂本 光司
	清川 卓二

	コマ8：強み・独自性・成果のつくり方
	・企業の独自性の見つけ方 ・非財務価値の伝え方 ・企業物語の構築ワーク（地域資源と歴史を価値に      変え、成果に繋げる経営）
	日 時
	12月21日（月）
	13:30～17:00
	講 師
	鷹取 宏尚

	コマ10：最終発表会・総括
	・改善計画発表と講評、今後への指針共有
	日 時
	2月19日（金）
	13:30～17:00
	講 師
	坂本 光司
	和久 雅彦




	徳島大学　人と地域共創センター
	TEL
	URL

	講座2　労務管理のためのビジネスコミュニケーション講座
	近年、新型コロナウイルス対策の経験による社会変容やSNSの普及により、対人コミュニケーションのあり方が大きく変化しました。これに伴い、人間関係の構築に対する心理的負担（ストレス）も増大しています。  産業現場においても、対人トラブルに起因するメンタルヘルス不調が労働生産性の低下や労災リスクを招いており、企業のリスクマネジメントは喫緊の課題です。また、改正労働施策総合推進法（パワハラ防止法）等により、事業主には適切な相談体制の整備と対応が義務付けられています。  この講座では、人的資本経営の核となる「心理的安全性の高い組織風土」の醸成を目指します。不調の未然防止にとどまらず、相談対応力や対人スキルを磨くことで、従業員のエンゲージメント向上と生産性拡大へとつなげていきます。
	到達目標
	①どのように人間関係を構築すれば心理的安全性が高く、成果が上げられる組 　 織となるのか、心理的安全性を高めることによる経営上のメリットを理解し、 　 エンゲージメントの向上につなげる。 ②会議やミーティングなどにおけるディスカッションに必要な知識、アサーティ     ブなコミュニケーションを学び、相手の意見も尊重しながら、自分の意見や要     望を伝えるスキルについて理解を深める。 ③社内相談や評価面談等に必要な傾聴・コーチングスキルを体験的に理解し、社     内相談業務の実務能力を身に付ける。 ④ストレス要因や思考のクセを理解し、ストレスとの上手な付き合い方やセルフ     マネジメントの方法を修得する﻿。

	習得に必要な時間
	コマ数：5コマ　21.5時間

	受講料
	32,000円
	コマ1：心理的安全性を高める組織づくり
	心理的安全性を高めることにより、組織におけるメンタルヘルス上の課題の克服だけでなく、多種多様な意見を引き出すことができ、新しいアイデアの発見やイノベーションの創出が可能になるといわれています。「日本でいちばん大切にしたい会社」大賞の受賞企業である事業所での事例と組織心理学などの心理学理論を踏まえながら、心理的安全性を高め良質なコミュニケーションが生まれる組織について学びます。
	日 時
	8月6日（木）
	13:00～17:00
	講 師
	宮田 博文
	尾形 隆平

	コマ2：組織づくりに活かすコミュニケーション
	ビジネスコミュニケーションでは「自分の意図を伝える」「相手の意図を的確に理解する」「認識を共有する」ことが重要となります。このコマでは、アサーティブなコミュニケーションを学び、相手の意見も尊重しながら、自分の意見や要望を伝えるスキルについて理解を深めます。また、ファシリテーションのスキルを学び、会議等で「認識を共有」したり生産的かつ効果的にディスカッションを行う方法を体験的に学びます。
	日 時
	8月28日（金）
	13:00～17:00
	講 師
	尾形 隆平

	コマ3：人を大切にするためのコミュニケーション（1）
	ビジネスにおいては、自分の意見を主張するだけではなく、話をしっかり聞いて理解できる能力を高めることによって、関係者と信頼関係を築き、仕事を円滑に運ぶことができます。また、相談を受ける場面では最も重要なスキルになります。このコマでは、1対1の対話の基本となる傾聴（アクティブリスニング）を学び、実技・演習によって体験的に理解を深めます。
	日 時
	9月18日（金）
	13:00～17:00
	講 師
	GCOキャリア・カウンセリング事務所 代表

	尾形 隆平

	コマ4：人を大切にするためのコミュニケーション（2）
	このコマでは、コマ3で学んだ傾聴での「相手を理解するための質問」から「適切な問いを投げかけながら問題解決をサポートする質問」への展開について考えていきます。相談を受ける場面では、相談者の自己決定を促し、設定した目標を実行に移せるよう援助するために必要なスキルの一つです。コーチング的な考え方を取り入れ、質問による対話の深め方について学び、実技・演習によって体験的に理解を深めていきます。
	日 時
	10月16日（金）
	13:00～17:00
	講 師
	GCOキャリア・カウンセリング事務所 代表

	尾形 隆平

	コマ5：人を大切にするためのセルフケア
	メンタルヘルス不調に初期段階で気づければ、すぐに適応障害やうつ病といった深刻な状態に陥るケースを防ぐことができます。このコマでは、これまで学んだ心理的安全性やコミュニケーションについての学びを振り返りながら、まずは「自分の健康を守ること」の大切さを理解し、マインドフルネスなどセルフケアの方法を学びます。また、仕事の合間にできる気分転換の方法を従業員に教えたり、従業員が自身のストレスを解消できる方法を見つけられるようアドバイスできる知識を身に付けることを目指します。
	日 時
	11月27日（金）
	10:00～17:00
	講 師
	甲田 宗良
	GCOキャリア・カウンセリング事務所 代表

	尾形 隆平
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	講座3　リーダー育成と生産管理講座
	コマ1～3は、地方中小企業のリーダーが直面する現実的な課題を打破し、持続的な成長を牽引するための実践的なプログラムです。まず、組織を動かす二つのエンジンである「仕組み（マネジメント）」と「直接的な働きかけ（リーダーシップ）」の役割を明確に切り分け、実務における適切な対処法を整理します。また、最新のリーダーシップ理論に基づき、自身やフォロワーが無意識に抱く「理想のリーダー像（プロトタイプ）」を可視化し、状況に応じた柔軟な適応力を養います。さらに、リーダーシップ開発論の知見を基盤に、過去の「修羅場」や「一皮むけた経験」を内省し、それらを未来の成長を支える資産へと変換する経験学習の手法を習得します。既存の枠組みにとらわれず、自身の経験を糧にして自律的に進化し続ける、しなやかで力強いリーダーシップの確立を目指します。コマ4～6は、TPS（トヨタ生産方式）の本質を学び、現場改善の実践力を養います。TPSの柱である「ジャストインタイム」と「自働化」を理解するとともに、在庫削減と異常管理の重要性について掘り下げます。過去の実例を紹介しながら「標準作業」の必要性や作成・活用方法を学びます。さらに、自社の職場で改善を進める為の具体的な手順やポイントを習得し、現場改善の専門家を育成することを目指します。
	到達目標
	①「仕組みを通じた管理」と「人への直接的な働きかけ」の違いを論理的に 　理解し、現場の諸課題に対してどちらの機能でアプローチすべきかを適切に 　判断できる。 ②自身やフォロワーが無意識に抱く「理想のリーダー像」を構造的に理解し、 　普遍的な資質を維持しつつ、現場の文脈に応じた最適な振る舞いを柔軟に 　選択できる。 ③過去の成功・失敗体験や「修羅場」の経験を客観的に内省し、単なる思い 　出話に留めず、将来の意思決定に活かせる再現性のある「自論（教訓）」へと 　昇華できる。 ④トヨタ生産方式の基本的な考え方を学び、標準作業の作り方、使い方を習得 　して自社へ応用する。 ⑤標準作業を使って調査することで改善ポイントを明確にして改善の手順を自社 　の改善へつなげる。

	習得に必要な時間
	コマ数：6コマ　18時間

	受講料
	21,600円
	コマ1：マネジメントとリーダーシップ
	組織を動かす2つのエンジンである「マネジメント（仕組み・規則）」と「リーダーシップ（対人働きかけ）」の違いを正しく理解し、自社の経営課題を適切に切り分ける力を養います。 単なる精神論に頼らず、「いつ、どの場面で、どちらの機能を優先すべきか」という判断基準を習得します。実例を用いた内省を通じ、現場の停滞を打破するための具体的かつ実践的な打ち手を立案できる状態を目指します。
	日 時
	7月10日（金）
	13:30～16:30
	講 師
	上野山 達哉

	コマ2：フォロワーからみたリーダーシップ
	フォロワーが抱く「理想のリーダー像」の階層構造を理解し、自身の認識を可視化する技術を習得します。普遍的なリーダー特性（上位）と、状況や文脈に応じて変化する具体的な行動特性（下位）を区別する力を養います。これにより、周囲からの期待を客観的に捉え、特定の状況下で求められる最適なリーダーシップ・スタイルを戦略的に選択・発揮できる状態を目指します。
	日 時
	7月16日（木）
	13:30～16:30
	講 師
	上野山 達哉

	コマ3：経験を成長に変えるリーダーシップ
	リーダーシップ開発の核となる「経験学習」の理論を学び、自らの成功・失敗体験を体系的に内省する技術を習得します。過去の「一皮むけた経験」から独自の教訓を抽出・言語化することで、変化の激しい現場において自律的に成長し続けるための「学習の作法」を身につけることを目指します。
	日 時
	7月23日（木）
	13:30～16:30
	講 師
	上野山 達哉

	コマ4：トヨタ生産方式の基本的な考え方
	トヨタ生産方式（TPS：Toyota Production System）は、トヨタグループのものづくりにおける基本的な考え方です。このトヨタ生産方式の基本的な考え方をものづくり会社（製造業）として実践するためにどういう事をするか、具体的な事例を用いながら説明します。 まずは、トヨタ生産方式の2本柱である、「ジャストインタイム」「自働化」とは？ よく聞く言葉ですが、本当の意味は、在庫削減（L/T短縮）と異常値管理。 なぜ、これにこだわるのか？を分かりやすく説明します。
	日 時
	7月30日（木）
	13:30～16:30
	講 師
	中野 俊宏

	コマ5：トヨタ生産方式（標準作業）
	トヨタ生産方式を再度振り返ります。トヨタ生産方式の2本柱であるジャストインタイムと自働化。 ①ジャストインタイムの考え方である『必要な物を、必要な時に、必要なだけ造る』 ②自働化の考え方である『サイクルが完了･サイクルに異常があれば停まる･判る』 これらを具現化するために標準作業が存在します。その標準作業の必要性と作り方、標準3票の使い方を作業の種類によって使い分けしていきます。その作り方について実物を使って説明します。
	日 時
	8月6日（木）
	13:30～16:30
	講 師
	中野 俊宏

	コマ6：トヨタ生産方式（標準作業と改善）
	トヨタ生産方式の2本柱の土台になっている標準作業。ジャストインタイムと自働化を具現化するための道具のひとつです。『標準の無いところに改善なし！』と言われるように作業手順や時間、作業方法など作業標準がなければ改善ができないだけでなく、改善結果の評価もできません。このコマは、標準作業の改善の考え方を理解し、道具としての使い方を身に着けることを目的にします。標準作業を使って現状を調査することによって、改善ポイントを明確にして、改善するステップひとつひとつの手順を説明します。
	日 時
	8月20日（木）
	13:30～16:30
	講 師
	中野 俊宏
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	講座4　海外ビジネスとマーケティング講座
	到達目標
	マーケティングは、営利・非営利などの組織形態、製造業やサービス業などの業種、また企業規模の大小を問わず、組織が市場や社会と良好な関係を築くために重要な役割を果たす活動です。この講座では、コマ1で、企業の担当者が海外ビジネス展開を目指す際に基礎となるマーケティングのポイントを学びます。今日では各地の紛争や米国の関税措置など不確実性が高まっているものの、多くの日本企業では海外へのビジネス展開に対する関心がますます高まっています。実際に海外ビジネスに取り組む企業の事例について解説し、それを元にしたワークショップを行います。題材として提示する企業の海外向けマーケティングについて受講生によるグループディスカッションを行なうことで、その実践方法や自社への適用方法についての理解を深めます。 コマ2～5は、企業がマーケティングを実践する際に基礎となる知識を習得するとともに、事例研究を通じてその実践方法や自社への適用方法についての理解を深めることを目指します。講座内の事例研究では、受講生がグループを組んでディスカッションを行ないます。単なる座学で済ますのではなく、実際の企業事例における取り組み課題について自ら考え意見を交わすことにより、マーケティング分野の理論や重要概念がどのような形で活用できるのか、より深く理解することにつながります。取り上げる事例は、多くの人に馴染みがある著名な消費財企業のものが多いですが、産業財分野のマーケティングでも共通する学びを得ることができます。
	①海外ビジネスの成功のポイントを理解する。 ②マーケティング論の基本かつ重要な理論や概念について正しく理解 　する。 ③学んだ理論や概念を用いて、他社事例について分析することができ 　る。 ④学んだ理論や概念を用いて、他の人とマーケティング課題についての 　議論ができる。 ⑤自社のマーケティング課題について、改善策や新しい提案を示すこと 　ができる。

	習得に必要な時間
	コマ数：5コマ　15時間

	受講料
	18,000円
	コマ1：ケーススタディから学ぶ中小企業のための海外ビジネス
	今日では各地の紛争や米国の関税措置など不確実性は高まっているものの、国内と海外のマーケットの垣根は以前に比べると大幅に低くなっており、中小企業であっても海外マーケットに自社製品を輸出して販路を拡大することは特別なことではなくなりました。今回はジェトロが持つ海外での販路拡大を実現した中小企業のいくつかの事例に基づくケーススタディや、受講生も参加するワークショップなどを通じて、海外ビジネスの成功のためのポイントについて学びます。
	日 時
	7月14日（火）
	13:30～16:30
	講 師
	佐藤 創

	コマ2：マーケティング発想を柱とする経営
	マーケティングを企業経営の柱とすることの重要性や、そのために留意しなければいけない考え方についての理解を目指します。優れたマーケティング事例の古典として知られる、欧州系エアライン企業の事例などの紹介を交えながらケース・ディスカッションや講義を行ないます。
	日 時
	7月28日（火）
	13:30～16:30
	講 師
	清水 信年

	コマ3：マーケティング活動の基礎：STPと4P
	マーケティング活動を実践する際に基礎的な枠組みとなる、STPと4Pについて正しく理解することを目指します。理解を深めるための事例として、日本のある製薬会社におけるマーケティング改革を取り上げ、受講生同士のケース・ディスカッションを行ないます。
	日 時
	8月4日（火）
	13:30～16:30
	講 師
	清水 信年
	コマ4：商品企画とコンセプト
	商品開発をする際に求められる、マーケティングの観点にもとづいた商品企画の方法について、その要点を理解することを目指します。事例として、日本のあるビールメーカーにおけるノンアルコールビール開発を取り上げ、受講生同士のケース・ディスカッションを行ないます。
	日 時
	8月18日（火）
	13:30～16:30
	講 師
	清水 信年

	コマ5：事業システムによる競争優位
	現代の市場競争で重要な役割を果たす「事業システム」の考え方について、とくに「商品」による競争と「事業システム」による競争との違いを理解することを目指します。事例として、日本の大手コンビニエンス・ストアが手がけたスイーツ商品を取り上げ、受講生同士のケース・ディスカッションを行ないます。
	日 時
	8月28日（金）
	13:30～16:30
	講 師
	清水 信年
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	講座5　DX講座
	デジタル技術の進展により、企業経営においてDX（デジタルトランスフォーメーション）は不可欠な取り組みとなっています。この講座では、DXの基本概念から実践事例、セキュリティ対策、生成AI活用までを体系的に学び、企業がDXを推進するための実践的な視点を身につけます。まずDXの基礎として、データ、クラウド、AI、IoTなどを基盤とした社会やビジネスの変化を理解します。次に、徳島発の企業である電脳交通の事例を通じて、企業の経営課題から生まれたDXが業界全体の変革へと広がった実践を学びます。さらに、DX推進に不可欠なサイバーセキュリティの基礎知識を身につけ、情報漏えいやサイバー攻撃への備えについて理解を深めます。また、地域企業による業務改善型DXの実例から、スモールスタートで着実に成果を生む取り組みを学びます。最後に生成AIの活用事例を紹介し、文書作成や情報整理など日常業務の効率化への可能性を探ります。DXを「経営改革」として理解し、自社での実践につなげるための講座です。
	到達目標
	①DXの基本概念と社会的背景を理解し説明できる。 ②企業におけるDX推進の実践的な進め方を理解できる。 ③日常業務で安全にデジタル技術を活用するためのサイバーセキュリ 　ティ意識を身につける。 ④企業現場におけるDXの実用例を理解し、自社の業務改善に応用する 　視点を持つことができる。 ⑤生成AIなどの新しいデジタル技術の業務活用の可能性を理解できる。

	習得に必要な時間
	コマ数：4コマ　12時間

	受講料
	14,400円
	コマ1：DXの「イロハ」
	DXとは単なるデジタル化ではなく、データとクラウドを基盤に、仕事やサービス、社会の仕組みそのものを変革する取り組みです。この講座では、デジタイゼーションからクラウド、AI、IoTまでの流れを整理し、身近な事例を通じてDXの本質と可能性、そしてリスクや課題を分かりやすく解説します。日常生活と組織運営の双方からDXを捉え直します。
	日 時
	8月27日（木）
	13:30～16:30
	講 師
	上田 哲史

	コマ2-1：DX推進による事業構造転換
	この講座では、代表取締役社長の近藤が家業であるタクシー会社の再建を原点として、結果的に業界全体のDXへと取り組みを広げてきた過程を事例として紹介します。個社の経営課題に向き合う中で生まれた配車システムが、どのように業界共通の仕組みへと発展していったのかを、実際の経験に基づき振り返ります。
	日 時
	9月9日（水）
	13:30～15:00
	講 師
	近藤 洋祐


	コマ2-2：DX推進のためのサイバーセキュリティ入門
	DXが進む現場では、クラウド活用やオンライン業務が中心となり、サイバー攻撃や情報漏えいのリスクが急増しています。この講座では、DX推進に不可欠なサイバーセキュリティの基礎を理解し、フィッシングやアカウント侵害、クラウド設定不備など実務で起こりやすい脅威への対処法を学びます。事例を通してリスクを適切に把握し、日常業務で安全にデジタルを活用するためのサイバーセキュリティ知識を身につけることを目指します。
	日 時
	9月9日（水）
	15:00～16:30
	講 師
	曽根 直人


	コマ3：スモールスタートから始める進化を止めないDX推進事例
	船場化成（株）は65年以上、徳島県でポリエチレン製造を行っています。その中で俗人化した業務のDX化を2014年以降、順次推進してきました。最初の取り組みはラベルを印刷することからスタートし、現在は、会社の状況が一目でわかるシステムに進化しています。DX推進や実際のシステムの内容を紹介するとともに、DX導入にあたる課題解決の糸口を見つけることを目指します。
	日 時
	9月17日（木）
	13:30～16:30
	講 師
	黒川 真吾


	コマ4：生成AIによる業務効率化
	生成AIを援用することで、日常の業務負担を大幅に軽減できる可能性と、実例についてお話しします。導入として、既存文書の要約、検索、新規文書の生成を取り上げ、さらに応用として、パソコン内の文書を内容別に要約する事例や、多数の画像データを統一の文書フォーマット（Excelなど）に整理する事例について紹介します。
	日 時
	9月30日（水）
	13:30～16:30
	講 師
	石田 基広


	徳島大学　人と地域共創センター
	〒770-8502　徳島市南常三島町1丁目1番地
	TEL
	088-656-9884
	E-mail
	reskilling@tokushima-u.ac.jp

	URL
	https://www.cue.tokushima-u.ac.jp/reskilling/
	お申し込み


	講座6　3D-CAD講座
	到達目標
	①3D-CADの基本的な知識やモデルの作成方法について習得する。 ②モデルを用いた組み立てや，より複雑なモデルの作成方法について 　習得する。 ③3Dプリンタの製作原理と3次元CADデータからの製作方法について 　理解する。 ④作成したモデルを構造解析等，他の目的に活用できることを理解     する。 ⑤実際の部品等についてのモデリングと3Dプリンタでの製作を行える 　ようにする。

	習得に必要な時間
	担当講師
	浮田 浩行
	受講料
	25,200円
	コマ1：3D-CADの概要とAutodesk Fusionを用いた簡単なモデリング
	一般的な3D-CADの概要を説明し、実習で使用するAutodesk Fusionの特徴を解説します。また、ごく簡単なモデルの作成を行い、Autodesk Fusionの基本操作を習得します。さらに、Autodesk Fusionのライセンスやファイル操作等についても解説します。
	日 時
	10月7日（水）
	13:30～16:30

	コマ2：基本的な形状のモデリング
	基本的な形状（押し出し、カット、回転、面取、フィレット等）のモデリング方法について実習も交えて説明します。また、画像を用いたスケッチやネジ穴等の特殊なフィーチャーの作成方法についても説明します。
	日 時
	10月14日（水）
	13:30～16:30

	コマ3：複雑な形状のモデリングとアセンブリ
	複雑な形状（スイープ、ロフト、シェル、リブ等）のモデリング方法と複数の部品を用いたアセンブリについて説明します。さらに、アセンブリ時の部品間の干渉の確認や部品の修正等についても説明します。
	日 時
	10月21日（水）
	13:30～16:30


	徳島大学　人と地域共創センター
	TEL
	URL
	コマ4：3Dプリンタの概要とCADデータを用いた出力
	3Dプリンタの構造や仕組み等の基本的な内容についての説明を行い、具体的に3D-CADでモデリングした形状データを用いて3Dプリンタで作成する方法や、3Dスキャナによるデータ化について説明を行います。また、モデルを3Dプリンタで作成し、解析通りの結果が得られるかどうかの検証を行います。
	日 時
	10月28日（水）
	13:30～16:30


	コマ5：CADデータを用いた構造解析
	作成したモデルについて構造解析を行う方法を説明します。Autodesk Fusion で扱える様々な解析手法について紹介するとともに、モデルの材質や形状を変更することで、どのように変形するかといったシミュレーションを行います。
	日 時
	11月4日（水）
	13:30～16:30
	コマ6：様々な形状モデルの作成
	Autodesk Fusionで扱えるモデルとして、サーフェス、メッシュ、シートメタルの作成について説明します。また、3Dスキャナによって得られるこれらの形状データの扱い方や、相互にデータを変換する方法等についても解説します。
	日 時
	11月11日（水）
	13:30～16:30

	コマ7：Autodesk Fusion の様々な機能の紹介、モデリング実習
	Autodesk Fusion にて、作成したモデルを活用するレンダリングやアニメーションの機能、また、PCB製作やジェネレーティブデザイン等の様々な製作例を紹介します。 また、具体的な部品の図面からのモデリング実習を行います。
	日 時
	11月18日（水）
	13:30～16:30



	講座7　GISとBIM / CIM講座
	この講座では、はじめに国土交通省におけるインフラDX分野の最新動向および関連施策の解説を行います。国土交通省では、建設現場の生産性向上などを目的に、建設現場のオートメーション化、直轄事業におけるBIM/CIMの活用などを進めており、その紹介も行います。加えてGISソフトを用いて、国土交通省のオープンデータの具体的な利活用方法の学習、近年発展が目覚ましい生成AI技術の活用事例についても紹介します。  次に、GISの基本的な考え方を理解した上で、フリーウエアのGISソフトを用いて、空間データ、統計データを分布図で表示する方法を学びます。BIM/CIM分野では、デジタル技術を活用した建設業のDX化の動向、オープンデータを用いた設計・施工に関連する具体的な操作方法を学びます。 講義･演習による内容の理解に加え、最新事例の紹介や受講生との議論を通じて、受講生が抱える課題解決に役立ちます。
	到達目標
	①国土交通省のインフラ分野のDXやBIM/CIM推進に関する最新施策を     理解する。 ②GISの考え方を理解し、GISソフトを用いて分布図、主題図を作成     できるようになる。 ③建設産業におけるBIM/CIM、インフラDXの動向、利活用への理解を     深める。 ④BIM/CIMモデルのデータ種別、取り扱い方法について理解する。

	習得に必要な時間
	コマ数：6コマ　18時間

	受講料
	21,600円
	＊受講にはWindows 11が必要です。

	コマ1：国土交通省におけるインフラ分野のDX推進の取り組み 　　　  ～国土交通データプラットフォームの整備とBIM/CIMの推進～
	国土交通省におけるインフラ分野のDXやBIM/CIM推進に関する最新の動向について紹介します。国土交通省等が保有するインフラ分野のオープンデータの連携基盤である国土交通データプラットフォームの利活用に関する演習を行います。
	日 時
	10月20日（火）
	13:30～16:30
	講 師
	奥村 太河


	コマ2：GISの考え方
	まずは、GISの意味、図形データ処理や位置情報処理の考え方を学び、フリーウエアのGISソフトであるQGISをダウンロードし、インストールを行います。次に、オープンデータをダウンロードし、QGISを用いて図化するまでを行います。
	日 時
	10月27日（火）
	13:30～16:30
	講 師
	渡辺 公次郎


	コマ3：GISを用いたデータ処理
	QGISを用いて、主題図作成までを行います。地形や区域、施設位置などに関するオープンデータをダウンロードし、統計データと組み合わせて主題図を作成します。施設の分布、区域指定、人口分布、地形など色々なデータを用いて、2次元、3次元の主題図を作成します。
	日 時
	11月13日（金）
	13:30～16:30
	講 師
	渡辺 公次郎


	コマ4：GISの応用
	QGISを用いて、3次元都市モデルPlateauのデータ処理を行い、3次元主題図を作成します。最後に、GISとBIM/CIMの連携や、スマートシティへの応用について解説を行います。
	日 時
	11月17日（火）
	13:30～16:30
	講 師
	渡辺 公次郎

	コマ5：建設業界におけるBIM/CIM、インフラDXの動向
	建設業界では、生産性向上を目的にUAVによる地形データの取得、設計・施工データの３次元化（BIM/ CIM）等のインフラDXの活用に取り組んでいます。デジタル技術を全面的に活用するという、これまでとは異なる建設業の変革について、その動向と業界で求められる技術について講義により学習します。
	日 時
	12月1日（火）
	13:30～16:30
	講 師
	太田 亮
	コマ6：オープンデータ等による3次元データの取扱い
	設計や施工のデータの一部は、国土交通省等から様々なファイル形式で、オープンデータとして公開されています。これらオープンデータから、設計、施工等の３次元データを取得する他、測量機器やスマートフォンを用いて点群を取得し、それらデータの取り扱い方法について操作体験します。
	日 時
	12月8日（火）
	13:30～16:30
	講 師
	太田 亮




	徳島大学　人と地域共創センター
	TEL
	URL

	講座8　ロボットプログラミング講座
	到達目標
	習得に必要な時間
	担当講師
	鈴木 浩司
	受講料
	50,000円
	コマ1：ロボットの基礎技術
	ロボットの基礎技術であるモーションコントロールシステムと、その構成要素であるアクチュエータとして主に電磁アクチュエータと、各種センサ(位置、速度、力覚、距離等)について学習します。また、ロボットの制御器の基礎とフィードバック制御系の概要を学習します。
	日 時
	10月29日（木）
	13:30～16:30

	コマ2：マイクロコントローラとロボットの機構
	ロボットの制御に用いられるマイクロコントローラの基礎知識として、その種類、プログラミング言語、開発環境について解説します。さらに、ロボットの機構として、ロボットアームの種別や移動機構(車輪式、クローラ式、脚式)について学習します。
	日 時
	11月5日（木）
	13:30～16:30

	コマ3：Raspberry Piの初期設定とGPIO制御
	ロボット製作実習で使用するコンピュータ(Raspberry Pi)の概要を学習し、OS(Raspberry Pi OS)のセットアップ、アップデート等の初期設定を行います。実習で用いるLinuxコマンド、Python言語について学習し、Python言語を用いた基礎的なGPIO(General Purpose Input/Output)制御プログラムについて学習します。
	日 時
	11月12日（木）
	13:30～16:30

	コマ4：電圧の計測とセンサICとの通信
	コンピュータでアナログ電圧を測定するため、ADコンバータのICの仕組みと、様々なセンサとRaspberry Piとの通信に用いられるSPI通信について学習します。アナログ電圧の測定として、ボリュームの角度検知、ジョイスティックの入力検出、測距センサによる距離測定の実習を行います。
	日 時
	11月26日（木）
	13:30～16:30

	コマ5：PWMによる電圧制御とDCモータの速度制御
	コンピュータによる電圧制御としてPWM(Pulse Width Modulation)と直流モータを駆動するためのHブリッジ回路とモータドライバICについて学習します。Raspberry PiのGPIO制御ライブラリであるpigpioを用いたPWMによるLEDの調光、直流モータの速度制御、回転方向制御を実習します。
	日 時
	12月3日（木）
	13:30～16:30
	コマ6：フィードバック制御によるモータの角度制御
	基礎的なフィードバック制御としてPID制御の仕組みとフィードバックゲイン設計法について学習し、直流モータとポテンショメータによる角度測定を組み合わせた回転核のフィードバック制御を実習します。PID制御器のゲイン設定によりモータの角度制御特性が変化することを確認します。
	日 時
	12月10日（木）
	13:30～16:30


	コマ7：RCサーボモータの制御とアーム型ロボット
	角度フィードバック制御器を内蔵したRCサーボモータの利用法を学び、PWM信号によりRCサーボモータを任意の角度に制御可能であることを確認します。ジョイスティックによりRCサーボモータを複数用いたアーム型ロボットを制御するプログラムを作成します。
	日 時
	12月17日（木）
	13:30～16:30
	コマ8：発展課題と大学でのロボット研究紹介

	アーム型ロボットの発展課題として、USBカメラ、ネットワーク等を組み合わせた遠隔操作監視カメラのプログラムを紹介します。大学におけるロボット研究として、介護・福祉ロボット、農業用ロボットなどについて学習します。
	日 時
	12月24日（木）
	13:30～16:30



	徳島大学　人と地域共創センター
	TEL
	URL

	講座9　AI活用講座
	到達目標
	近年、機械学習、画像認識、自然言語処理、生成AIなどのAI技術は急速に発展し、企業活動や社会サービスの多様な分野で活用が広がっています。企業や組織においても、AIを業務改善や新しい価値創出にどのように活かすかが重要な課題となっています。 この講座では、AIの歴史や基本的な考え方を理解したうえで、生成AIの最新動向や実際の活用事例を紹介し、業務での具体的な利用方法について学びます。さらに、AI開発で広く利用されているプログラミング言語Pythonを用いた演習を通して、画像処理や物体認識AIの構築を体験し、AIの仕組みやデータ処理の流れについて理解を深めます。 また、物体認識AIを活用した簡単なアプリケーションの作成にも取り組み、AIを社会や業務の中でどのように応用・運用できるかについて実践的に学びます。講義と演習を組み合わせた対面形式の講座とし、理解を深めながら進めます。 なお、この講座は日常業務でパソコンを使用し、基本的な操作に慣れている方を対象とした中級レベルの内容です。AIの基礎から応用までを体系的に学び、企業や組織におけるAI活用を主体的に考える力を養うことを目的としています。
	①AIの歴史、種類、基本的な仕組みを理解し、生成AIの特徴やメリッ　 　ト･課題について論理的に説明できる。 ②行政・産業など各分野における生成AIの活用事例を理解し、業務の 　中でAIをどのように活用できるかを検討できる。 ③Pythonを用いた画像処理や物体認識AIの構築を体験し、AIモデルの 　基本的な仕組みとデータ処理の流れを理解できる。 ④物体認識AIを利用した簡単なアプリケーション作成を通して、AIの 　社会実装の方法を理解し、自身の職場や業務への応用可能性を考える 　ことができる。

	習得に必要な時間
	コマ数：7コマ　21時間

	受講料
	25,200円
	＊受講にはWindows 11が必要です。

	受講対象者
	日常業務でPCを使用し、基本的な操作に慣れている方を対象とした中級レベルです。

	コマ1：AIの基礎
	AIの歴史とともに、AIの種類や特徴、考え方について学びます。また、AI開発に必要不可欠な基礎的知識・技術について学びます。現代社会におけるAIとの付き合い方について論理的に考えることができるようになり、生成AIのメリット・デメリットについて学ぶことができます。
	日 時
	11月27日（金）
	13:30～16:30
	講 師
	鳥井 浩平


	コマ2：生成AIの現状
	行政、教育、製造、流通、医療、そして金融など、多様な分野での生成AI活用事例を紹介します。また生成AIを導入するのに必要な体制、あるいはハードルについて考察します。なお、生成AIの可能性を十分に引き出すには、有料のサブスクリプション契約が必要です。ただし、講義では、講師側が操作、実行画面を受講者と共有する形で進めます。したがって、受講生のサブスクリプション契約は必ずしも必要ありません。
	日 時
	12月4日（金）
	13:30～16:30
	講 師
	石田 基広


	コマ3：業務で使う生成AI
	コマ2で紹介した応用事例を講師の側で実際に行い、手順、効果について確認します。また、自身、あるいは職場で導入するにあたって必要となる環境について、具体的に言及します。なお、受講生が生成AIのサブスクリプション契約をされている場合は、講義で紹介する実例を、その場で体験することも可能です。
	日 時
	12月11日（金）
	13:30～16:30
	講 師
	石田 基広


	コマ4：生成AIによる業務支援
	アプリケーションを生成するAIに焦点をあてます。職場の各業務を支援するためのアプリを独自に用意することは容易ではありませんでした。生成AIの登場によって、プログラミングの知識がなくとも、高度な業務支援アプリを簡単に生成できるようになっています。これらについて概要、必要な環境、そして実際の操作を講師の側で紹介します。
	日 時
	12月18日（金）
	13:30～16:30
	講 師
	石田 基広
	コマ5：Pythonのプログラミングと画像処理
	AI開発で大人気のプログラミング言語Pythonの基本的な使い方について学びます。また、Pythonを用いた簡単な画像処理に挑戦し、プログラミングにおける画像の扱い方について学びます。AIを構築・理解するために必要なプログラミング技術を習得することができます。
	日 時
	1月7日（木）
	13:30～16:30
	講 師
	鳥井 浩平



	コマ6：物体認識AIをつくる
	画像AIの基本となる物体認識（画像に写る物体を識別する）AIの構築と学習を行います。また、AIの精度を適切に評価するための手法・技術を学びます。結果やデータの流れが比較的わかりやすい物体認識AIのプログラミングを行うことで、AIに関する知識をより深めることができます。
	日 時
	1月14日（木）
	13:30～16:30
	講 師
	鳥井 浩平
	コマ7：物体認識アプリをつくる

	物体認識AIを使って、ドラッグ＆ドロップで入力した画像に対して物体認識を行うアプリを制作します。アプリを制作する楽しさを体験することができ、より具体的なAIの社会実装イメージを掴むことができます。また、AIの応用・運用方法について考える力を身に付けることができます。
	日 時
	1月21日（木）
	13:30～16:30
	講 師
	鳥井 浩平



	徳島大学　人と地域共創センター
	TEL
	URL
	この講座では、企業の先進的なものづくりの現場を訪問し、経営理念や技術、現場の改善活動などを学ぶベンチマーク視察を実施します。講座で学んだ知識を実際の企業現場で確認することで、企業経営や生産管理の理解をより深めることを目的としています。 コマ1では、世界的な機能部品メーカーである株式会社ジェイテクト徳島工場と、食品製造装置メーカーである株式会社イズミフードマシナリの協力を得て工場見学を行います。ジェイテクト徳島工場では、自動車などに使われる軸受（ベアリング）の製造現場を見学し、トヨタ生産方式を背景とした効率的な生産体制や品質管理の取り組みを学びます。 コマ2は、イズミフードマシナリでは、食品製造装置の設計・製造を通じたトータルシステムエンジニアリングの取り組みを学びます。食品の安全性を支えるHACCP対応技術や品質管理体制、顧客とともに課題解決を行う共創型のものづくりについて理解を深めます。 この講座は、製造業に関わる方はもちろん、経営や技術革新、品質マネジメントに関心のある方にとって、実践的な学びの機会となる内容です。
	到達目標
	習得に必要な時間
	受講料
	15,000円
	コマ1：株式会社ジェイテクト 徳島工場
	株式会社ジェイテクトは、世界でも類のない工作機械事業をもつ機能部品メーカーです。 軸受事業や工作機械事業で培った基盤技術を進化させ、それらをステアリング事業と駆動事業の技術を融合させ、安全で安心・快適な製品を世界に提供しています。社会の信頼に応え、ものづくりを通じて人々の幸福と豊かな社会づくりに貢献する企業を目指しています。  徳島工場では、自動車を中心に多種多様な軸受けを生産しています。ハブユニットベアリング ・特殊環境ベアリング ・ダンデムDACベアリング などの製品は、自動車や二輪車のみならず、家電・医療機器にも使われています。生産システムは設備の合理化、近代化を推進し、高効率かつ高品質な生産体制を確立しています。またISO14001やOSHMS（労働安全衛生マネジメントシステム）の認証を取得し、環境に配慮しながら安全で働きやすい工場づくりに取り組んでいます。  今回のベンチマーク視察は、トヨタ生産方式を生産管理講座で学んだあと、生産ラインや品質管理の実践現場を見学していただけます。製造業に関心がある方はもちろん、トヨタ生産方式に興味のある方、最新のものづくり現場を体験したい方にとって有意義な内容となっております。
	日 時
	9月15日（火）
	13:30～16:30
	受講料
	7,000円

	コマ2：株式会社イズミフードマシナリ 淡路工場
	株式会社イズミフードマシナリは1925年に前身の植田鐡工場が兵庫・淡路で創業してから100年を迎えています。1960年代に住友機械工業株式会社（現 住友重機械工業株式会社）の資本参加により1969年現在の社名に変更しました。この会社は殺菌・減菌・乳化・抽出技術、ステンレス加工技術やサニタリー技術などを基盤技術として、機能性タンク、乳化・均質機、殺滅菌機、アイスクリーム製造装置など、高性能の機器装置を核とした設備の設計・製造・据え付け・試運転にはじまり、完成後のアフターサービスまでのトータルシステムエンジニアリングを行っている食品製造装置メーカーです。また、その技術にはHACCP（食品を扱う際の危害を事前に予測し、予防するためのシステム）対応の検査設備、ISO9001に基づく品質マネジメント、そして最新の計測機器を駆使しており、顧客からも大変信頼されています。 この企業は、単に機械を作るだけでなく、顧客ともに課題解決策を模索する「共創」のパートナーであると考えており、「初心」と「感謝」を忘れず、常に未来に向けて価値を創造することを目指しています。
	日 時
	10月26日（月）
	13:30～16:30
	受講料
	8,000円


	特別講座A　ベンチマーク視察
	この講座では、医療および分析分野において重要性が高まっている光センシングおよび生体光イメージング技術について、基礎から応用まで体系的に解説します。近年、ナノメートルスケールでの光と物質の相互作用や非線形光学現象を活用することで、従来の手法では困難であった高感度検出や高分解能観察が可能となってきています。この講座では、可視から赤外にわたる分光技術および非線形光学顕微鏡を軸に、分子レベルの情報取得や生体観察を実現する最新技術について、具体的な応用事例を交えながらわかりやすく解説します。
	到達目標
	①生体光イメージングにおけるコントラスト形成の仕組みを理解し、 　各手法がどのような物理量を可視化しているのかを説明できるよう 　になる。さらに、計測目的に応じた手法選択の考え方を整理できる 　ようになる。 ②ナノ光学・非線形光学を用いたセンシングおよびイメージング技術 　の原理理解に加え、実際の装置設計や応用展開に向けた基本的な考　 　え方を習得することを目指す。

	習得に必要な時間
	コマ数：2コマ　3時間

	受講料
	3,600円
	無料

	プレ講座：健康で安心な暮らしに向けた先端光センシング・イメージング技術
	近年、光を用いて分子や生体組織の情報を可視化するセンシング・イメージング技術が、医療や分析分野で注目を集めています。本講座では、基本的な考え方をやさしく解説し、多様な技術の発達によって以前は見えなかった情報を捉える光技術の可能性と応用例を紹介します。  ＃光学的相互作用 ＃光センシング＃光イメージング ＃構造観察 ＃物性情報
	お申し込み
	日 時
	10月1日（木）
	15:00～16:30
	講 師
	矢野 隆章
	長谷 栄治

	コマ1：構造観察から力学特性コントラストへと広がる生体光イメージング
	生体光イメージングにおけるコントラスト形成を、吸収や散乱などの光学的相互作用から整理し、構造情報がどのようなコントラストとして現れるのかを検討します。さらに、コントラストの対象が構造にとどまらず物性情報へと広がってきた流れを踏まえ、その具体例として力学特性を可視化する計測原理と近年の展開について紹介します。 ＃生体光計測 ＃イメージング ＃画像コントラスト ＃光学的相互作用 ＃力学特性
	日 時
	10月8日（木）
	15:00～16:30
	講 師
	長谷 栄治

	コマ2：高感度光センシングと高分解能光イメージングの最前線
	近年、ナノスケールでの光と物質の相互作用を利用した高感度光センシングおよび高分解能光イメージング技術が注目されています。本講義では、可視から赤外にわたる分光技術を中心に、分子情報の取得原理や測定の工夫、医療・分析分野への応用事例について概説します。 ＃分光技術（可視～赤外） ＃高度光センシング ＃高分解能光イメージング
	日 時
	10月15日（木）
	15:00～16:30
	講 師
	矢野 隆章


	特別講座B　医療・分析分野のための高感度光センシングと生体光イメージング
	令和8年度 「とくしまビジネスリスキリングスクール」料金表
	＊講座1・2は、コマ受講には対応していません。
	講座1
	7．制度設計の数値化、理念を制度にKPIとして掲げる

	講座2
	＊講座3～9は、コマ受講に対応していますが、同じ講師の講座については連続の受講をお勧めします。

	講座３
	講座４
	3．マーケティング活動の基礎：STPと4P

	講座５
	DX講座
	1．DXの「イロハ」
	2．DX推進による事業構造転換 / DX推進のためのサイバーセキュリティ入門
	3．スモールスタートから始める進化を止めないDX推進事例
	4．生成AIによる業務効率化
	＊講座3～9は、コマ受講に対応していますが、同じ講師の講座については連続の受講をお勧めします。
	講座名
	日程
	講義内容
	時間
	受講料
	全コマ受講


	講座６
	3D-CAD講座
	10月7日（水）
	1．3D-CADの概要とAutodesk Fusionを用いた簡単なモデリング
	3時間
	3,600円
	25,200円
	10月14日（水）
	2．基本的な形状のモデリング
	3時間
	3,600円
	10月21日（水）
	3．複雑な形状のモデリングとアセンブリ
	3時間
	3,600円
	10月28日（水）
	4．3Dプリンタの概要とCADデータを用いた出力
	3時間
	3,600円
	11月4日（水）

	5．CADデータを用いた構造解析
	3時間
	3,600円
	11月11日（水）
	6．様々な形状モデルの作成
	3時間
	3,600円
	11月18日（水）
	7．Autodesk Fusionの様々な機能の紹介、モデリング実習
	3時間
	3,600円


	講座７
	GISとBIM / CIM講座
	10月20日（火）
	1．国土交通省におけるインフラ分野のDX推進の取り組み
	3時間
	3,600円
	21,600円
	10月27日（火）

	2．GISの考え方
	3時間
	3,600円
	11月13日（金）

	3．GISを用いたデータ処理
	3時間
	3,600円
	11月17日（火）

	4．GISの応用
	3時間
	3,600円
	12月1日（火）

	5．建設業界におけるBIM/CIM、インフラDXの動向
	3時間
	3,600円
	12月8日（火）
	6．オープンデータ等による3次元データの取扱い
	3時間
	3,600円


	講座８
	10月29日（木）
	1．ロボットの基礎技術
	3時間
	3,600円
	50,000円
	11月5日（木）
	2．マイクロコントローラとロボットの機構
	3時間
	3,600円
	11月12日（木）
	3．Raspberry Piの初期設定とGPIO制御
	3時間
	3,600円
	11月26日（木）
	4．電圧の計測とセンサICとの通信
	3時間
	3,600円
	12月3日（木）

	5．PWMによる電圧制御とDCモータの速度制御
	3時間
	3,600円
	12月10日（木）
	6．フィードバック制御によるモータの角度制御
	3時間
	3,600円
	12月17日（木）

	7．RCサーボモータの制御とアーム型ロボット
	3時間
	3,600円
	12月24日（木）
	8．発展課題と大学でのロボット研究紹介
	3時間
	3,600円


	講座９
	AI活用講座
	11月27日（金）
	1．AIの基礎
	3時間
	3,600円
	25,200円
	12月4日（金）

	2．生成AIの現状
	3時間
	3,600円
	12月11日（金）

	3．業務で使う生成AI
	3時間
	3,600円
	12月18日（金）

	4．生成AIによる業務支援
	3時間
	3,600円
	1月7日（木）
	5．Pythonのプログラミングと画像処理
	3時間
	3,600円
	1月14日（木）

	6．物体認識AIをつくる
	3時間
	3,600円
	1月21日（木）
	7．物体認識アプリをつくる
	3時間
	3,600円
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